
令和3年3月12日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が活用した。

３：９０％以上の教員が活用した。

２：８０％以上の教員が活用した。

１：活用した教員が８０％以下であった。。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員取り組んだ。

３：９０％以上の教員が取り組んだ。

２：８０％以上の教員が取り組んだ。

１：取り組んだ教員が８０％以下であった。。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期１回以上行った。

３：年２回行った。

２：年１回行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が取り組んだ。

３：９０％以上の教員が取り組んだ。

２：８０％以上の教員が取り組んだ。

１：取り組んだ教員が８０％以下であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：年３回以上行った。

３：年２回以上行った。

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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４：
９２％
以上

Ｄ

３：
９０％
以上
９３％
未満

２：
８５％
以上
９０％
未満

１：
８５％
未満

B

○感染症対策のため、元気アップ
タイムでの持久走はできなかっ
た。短縄跳びについては、カードを
配付し全校で取り組んだ。
○児童アンケート（７３３名中７２０
名回答で回答率９８．２％）で「運
動が好き」と回答した割合は９１．
５％で、昨年度と比べると１．３ポ
イント下回った。一昨年度よりは
１．１ポイント高いものの、成果指
標の４段階には届かなかった。
○感染症対策のために運動の制
約は避けられないが、体力向上部
を中心に「今できること」を工夫し
て、運動習慣の定着を図る。

0

保護者向けに行う
「令和２年度　本校
の教育に関するア
ンケート」における
「学校は一人一人
のことを考え、一生
懸命指導している」
の項目の回答での
肯定的評価（４段
階でＡ・Ｂ評価の合
計）の割合
（令和元年度の割
合は９１．１％、平
成３０年度の割合
は、８７．３％）

児童向けに行うア
ンケートで「運動が
好き」と回答した児
童の割合
（令和元年度の割
合は９２．８％、平
成３０年度の割合
は、９０．４％）

Ａ

0

保護者向けに行う
「令和２年度　本校
の教育に関するア
ンケート」における
「学校は学習内容
を身に付けさせて
いる」の項目の回
答でのＡ評価（４段
階で最上位）の割
合
（令和元年度の割
合は４７．２％、平
成３０年度の割合
は、４６．９％）

0

0

◇児童数７３4名、２２学級で、特別支援教室拠点校である。学区内には７町会あり、学校に対して非常に協力的で地域力が高い。
◇PTA活動、お父さんの会、同窓会活動が非常に盛んで児童の健全育成にすすんで関わっている。昨年度開校８０周年事業を成功させ、「チーム馬三」としての連携がさらにすすんでいる。
◇学習場面では、一人一人が自らの考えをもって言語活動を通して交流する過程（はなちゃんタイム）を重視し、主体的に学びに向かう力の育成を図っている。
◇縦割り班を活用した児童集会・なかよし給食・なかよし遊び等の異学年交流を通して、集団や社会における人間関係形成力の向上を図っている。
◇「運動大好き馬三の子」を目指して、「馬三元気アップタイム」等を計画的に行い、体力向上に努めている。

3

学校関係者記入欄
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0

7

Ｂ

３：
９０％
以上
９３％
未満

１：
７７％
未満

保護者向けに行う
「令和２年度　本校
の教育に関するア
ンケート」における
「自分は学校の教
育活動に協力して
いる」の項目の回
答での肯定的評価
（４段階でＡ・Ｂ評
価の合計）の割合
（令和元年度の割
合は８６．４％、平
成３０年度の割合
は、８２．６％）

目標に対する成果指標
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3

0

0
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４：
９３％
以上

0

令和２年度　大田区立馬込第三小学校　自己評価　報告書

8

0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○感染症対策のため、学校公開
は２学期の道徳授業地区公開講
座だけとなった。そのかわり、学校
のホームページや学校だより・学
級だよりなどで、学校の様子を伝
えた。
○保護者アンケート（７３３名中６２
２名回答で回答率８４．９％）の
「自分は学校の教育活動に協力し
ている」の肯定的評価の割合は８
４．３％だった。昨年度より２．１ポ
イント下がってしまったが、一昨年
度よりは１．７ポイント高い。感染
症対策のため、多くの行事が中止
となったことが影響したと考えられ
る。
○令和３年度はコミュニティ・ス
クールモデル事業実施校となり、
地域・保護者の代表とともに協議
会を開いて熟議をしていく。

・今回、保護者アンケート（全数・ほぼ原文のまま）コメントがあったことが非常
に参考になりました。「現役保護者の声」は我々のようなＯＢの立場では届き
にくいものです。次年度からコミュニティ・スクールの取り組みで皆が「今の馬
三」を共有できる仕組みができることに大きな期待をしております。
・これからも地域の一員として協力していきます。
・コミュニティ・スクール（学校運営協議会）メンバー選考に興味あり。
・学校、家庭、地域の連携は学校教育や家庭教育にとっても大切ですが社会
教育の意味では地域にとっても大切なことだと思います。子供を育てながら子
供から教わる、教えられることも多いです。引き続き子供も大人も１人１人が
自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるように共に学び合える環
境を作っていきましょう。
・コロナの状況下でも沢山の地域活動を行っており、地域の方々も子供たち
や学校に対して真摯に向き合ってくださっている様に感じました。校舎改築の
計画も児童、先生、地域の方々皆が過ごしやすくなるよう進んで行ってほしい
ですね。
・学校、地域、家庭の連携が良くとれていると感じました。地域でも学校、子供
をしっかりサポートしてくれていることに感謝です。

評定無回答１

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

家庭学習の習慣が身に付くように、家庭へ
の啓発を行う。

0

0

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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４：
９７％
以上

児童向けに行うア
ンケートで「友達が
好き」と回答した児
童の割合
（令和元年度の割
合は９７．４％、平
成３０年度の割合
は、９７．７％）

Ｄ

Ａ

4

2

○高学年の外国語科が始まり、
学級担任と外国語教育指導員が
連携して、計画的に指導できた。
○各教室や特別教室の電子黒板
を積極的に活用し、個人用タブ
レットの貸与も順調に進めること
ができた。○児童アンケート（７３３
名中７２０名回答で回答率９８．
２％）で「勉強が好き」と回答した
児童の割合は８４．９％だった。昨
年度の８８．４％と比べると、３．５
ポイント下がってしまった。一昨年
度の８５．３％と比べても０．４ポイ
ント低い。３年前の８２．２％から２
年連続して大幅に上昇してきた
が、今年度は成果指標の３段階も
クリアできない結果となってしまっ
た。感染症対策で、体験的な活動
や、小集団での話し合いなどの制
限があったことも影響していると考
えられる。
○各教科で個人用タブレットを活
用した指導を工夫し、学ぶ意欲を
高め、児童の主体的な学習を促
す。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
８２％
以上
８７％
未満

２：
７７％
以上
８２％
未満

２：
８５％
以上
９０％
未満

4

Ｂ

東京ベーシックドリル（算数）を活用し、基
礎基本の定着を図る。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

４：
４７％
以上

３：
４３％
以上
４７％
未満

２：
４０％
以上
４３％
未満

１：
４０％
未満

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

4

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

各教科や学級活動などで「はなちゃんタイ
ム」（話し合い活動）を通して自他の考えを
尊重し合う態度を育てる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

ユニバーサルデザインの視点で教室環境
を整える。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童の健康・体力向上に向けての取り組み
を組織的に行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

・コロナ対応の為、教室の消毒等先生方の業務負担は非常に高くなっている
中、素晴らしい評価結果に感じます。
・コロナ休校があれだけ長かったのに規定授業数をクリアしたことにも並々な
らない御尽力があったことと思いました。
・成果指標はＡ評価だけで判断するのではなく、Ａ・Ｂ評価で良い。
・コロナ禍にあっても子供たちの学びのために授業改善の取り組みを実施し
ブラッシュアップしていく姿勢は高く評価できます。
・「計算ぐんぐん」を活用した自宅学習による基礎基本の定着は今年に入って
から効果を感じています。どうしても以前よりも運動不足になってしまい若干
の体力の低下が見られるので自宅でできる簡単な体操やストレッチ等の運動
を宿題形式で出してもらえると子供たちの基礎体力の向上に繋がるのではな
いかと思います。
・学習カルテで児童１人１人つまずいているところを先生が解ってくれているの
はとても心強いです。先生の教え方ひとつで子供の理解力も違うのでお互い
の授業を見せ合うことが増えているのは先生たちにもよい刺激となり子供た
ちへの学習の定着に繋がっていると思います。

○学力向上部を中心に授業改善
を進め、教員同士が互いに授業を
見せ合うことが増えている。
○保護者アンケート（７３３名中６２
２名回答で回答率８４．９％）の
「学校は学習内容を身に付けさせ
ている」の回答でのＡ評価（４段階
で最上位）の割合は４５．９％だっ
た。昨年度と比べると、１．３ポイン
ト下がり、成果指標の３段階に留
まることになる。肯定的評価（４段
階でＡ・Ｂ評価の合計）の割合で
見ると、今年度は９６．９％あり、
昨年度の９６．１％よりも０．８ポイ
ント上昇している。２か月にわたる
臨時休業の影響が考えられるが、
指導計画を変更し、今年度内に指
導する内容については終えること
ができる。
○授業改善推進プランを活用し、
学力の定着を目指す。

6

2

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

○学校生活調査や学級集団調査
などの客観的な調査結果に加え、
日頃から児童一人一人の様子を
観察し、気になる児童について
は、情報交換しながら組織的に対
応してきた。
○児童アンケート（７３３名中７２０
名回答で回答率９８．２％）で「友
達が好き」と回答した児童の割合
は９８．９％だった。昨年度の９７．
４％よりも１．５ポイント高く、一昨
年度の９７．７％と比べても１．２ポ
イント上回っている。引き続き、高
い水準を維持でき、成果指標の４
段階をクリアすることができた。
○一人一人が自分の持ち味を生
かすことができ、自己肯定感が高
まるように、特別活動部や生活指
導部を中心に様々な活動を計画
していく。

１：
８５％
未満

・「友達が好き：98.9％」は正に馬三らしい数字だと思います。
・アンケートコメントにもあるように「褒めて伸ばす」ことに保護者も大きな信頼
を置いている様が分かります。
・問題行動、不登校問題等は民生委員のサポート等も御検討ください。
・大変立派です。
・小学校の時期は子供の発達段階、成長過程において変化も大きく、また個
人差も大きい時期です。ケース会議を開催して支援を必要とする子供、ケアを
必要とする子供が安心して学校生活を送ることができるように関係者が情報
共有してより良い支援やケアにつなげていこうとする姿勢は高く評価できま
す。
・私自身２度もコロナウイルスに感染してしまい子供も１月と２月に２週間ずつ
自宅待機となってしまいましたが、その際の先生方のフォローに感謝しており
ます。長期間に渡り欠席となってしまっても違和感無く受け入れてもらえた様
で学校から児童たちへの取り組みが素晴らしいものだったのではと思いま
す。
・児童１人１人を大事にしてくれている中でも友達が好きとの回答の割合がと
ても高いのはうれしい限りです。

・基本体力の形成においては十分な対応がなされていると感じます。タイトル
の掛かった（青少対ドッジボールなど）もので常勝できるようになるといいです
ね。
・来年度は広い校庭で走るぞ遊ぶぞ、運動が好きになるぞ。
・コロナ禍で運動することを学校の内外で大きく制約されてしまった子供たち。
大変残念なことです。しかしそのような制約の中でも動画作成による指導など
先生方が「今できること」を工夫して体力の向上、身体を動かす喜びを伝えて
くれたと思います。
・他の欄でも書いたのですが、どうしても学校の制約がある分自宅学習の範
囲で体力向上のカリキュラムを考えるべきかと思います。
・今回のコロナから大人でも体力が落ちたなと感じます。子供は更に行動の
制限があった中、室内遊びが増え体を動かすことが当たり前でなくなっている
ように感じる。

・プラン1の結果でも判る通り子供の学習に意欲的な保護者が多いことも馬三
のカラーだと思います。（学校公開の時、夫婦で参観する保護者も多い）その
中での高評価（２年連続）は素晴らしい結果だと思います。
・肯定的評価が高く立派です。
・発達障害など障害概念の広がり、最新の知見を踏まえた教育環境を日々整
備していこうとする姿勢は高く評価できます。
・先生方のコロナの状況下での工夫やサポートルーム等の取り組みに感謝し
ております。馬三小学校は全体的に雰囲気の良い素晴らしい小学校だと感じ
ております。
・先生方も毎朝登校時から門に立ち子供たちに声を掛けている姿から児童１
人１人と向き合い環境づくりをしてくれているのが解ります。

評定無回答１

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

○各教科部が新指導要領のポイ
ントを解説するワークショップを行
うなど、校内研修を活発に行っ
た。
○特別支援教育の校内研修も行
い、児童の発達特性に合わせた
指導方法を学んだ。
○保護者アンケート（７３３名中６２
２名回答で回答率８４．９％）にお
ける「学校は一人一人のことを考
え、一生懸命指導している」の項
目の回答での肯定的評価の割合
は９３．２％だった。昨年度から２．
１ポイント上昇した。一昨年度と比
べると５．９ポイント高く、２年連続
の大幅上昇となった。
○校舎改築にあわせて、教育環
境のレベルアップを図っていく。

３：
９５％
以上
９７％
未満

２：
９０％
以上
９５％
未満

１：
９０％
未満

4

4

4

4

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4
児童向けに行うア
ンケートで「勉強が
好き」と回答した児
童の割合
（令和元年度の割
合は８８．４％、平
成３０年度の割合
は、８５．３％）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

Ａ 6

・約85％の児童が「勉強が好き」と答えていることに加え「もっと宿題を出して
ほしい」とのアンケート回答もあり家族ぐるみで学習に取り組んでいる様を理
解できました。
・個人用タブレットでのＩＣＴの取り組み、まだお互い（学校/保護者）手さぐりな
部分も多いようです。「教育環境の過度期」を体感している訳ですから、ある
意味貴重なタイミングで学習しているんだなぁ…と感じます。
・タブレットの活用は良いことだと思いますが人間としてのコミュニケーション能
力も育てて下さい。
・本年度は感染症対策で休校が続き、授業時間も減少の中、学校全ての職
員の努力でこの数字に上がっているのではないか。充分な数字であり今後の
回復に向けて努力を続けてください。
・新しい学習指導要領への対応、ＧＩＧＡスクール構想への対応など社会構造
への変化、社会的要請に応える教育システムを円滑に導入すべく御尽力いた
だきありがとうございます。そしてより重要なこととしてこれまで学校や地域で
蓄積してきた経験や知識を疎かにせずに学校教育の中に取り入れていること
は高く評価できます。技術や環境は日々新しくなっていきますが子供の学び
にとって最も大切な根っこはきっと大きく変わらない「温故知新」の精神であろ
うと思います。
・タブレットの活用で落ちこぼれの無いことを願っています。
・タブレットの貸出も始まり、自宅学習の環境も整ったように感じます。このよう
な状況下で馬三小学校の先生方は本当に沢山の工夫をし、素晴らしい教育
をしてくれていたと思います。家庭学習に関しては各々の努力にはどうしても
限界があるので具体的な案が有るわけでは無いのですがこれからも工夫が
必要だと思います。
・昨年コロナで授業ができないこともあったので個人用タブレット貸付を早急
にしていただいたのはとてもありがたい。オンライン授業等の取り組みも楽し
みなところです。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：
８５％
以上
９０％
未満 Ｂ 3

２：
８０％
以上
８５％
未満 Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

１：
８０％
未満

Ｄ 0


